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１．概要（Summary） 

赤血球変形能測定用のセンサ電極および位置制御用

の誘電泳動力発生用の電極の成膜および絶縁処理のた

めの被膜処理と膜厚計測を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

■ 多元スパッタ装置（仕様 B） 

■ 厚膜フォトレジスト用スピンコーティング装置 

■ ウエハスピン洗浄装置： 

 内容：センサ電極と誘電泳動力電極の成膜と SiO2被

膜による絶縁処理。フォトレジスト処理した基板にSiO2

をスパッタ処理し、その後ウエハスピン洗浄により、レ

ジストをリフトオフすることで被膜を取り除き、洗浄も行

った。 

■ 分光エリプソメーター 

 SiO2被膜の膜厚測定。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 は、細胞位置制御の電極の中で細胞の主流方

向位置を制御し、等間隔（もしくはその倍数）で整列させる

電極である。電極には10 MHzの高周波数電圧が on-off

周波数を 125 Hz として方形波で印可される。これにより、

主流方向および高さ方向に誘電泳動力が粒子や細胞に

作用し、その位置が制御・整列される。 

Fig. 1(a)は梯子型電極の上流領域を示しており､マイク

ロ粒子が流路の上流（左側）から梯子型電極に流入する。

この時､粒子間隔はランダムであるが､ (b)に示すように､

誘電泳動力により粒子は整列される。図では､各粒子の

梯子型電極の枕木部に対する相対位置が等しく、枕木電

極のピッチの倍数の間隔で整列されることが分かる。 

この時，梯子型電極へ接続する配線電極からの電場形

成を防ぐために､SiO2 成膜を行った。これにより粒子に余

分な力は付加されず､整列性能を向上することができた。 

 

(a) Upstream region of the ladder-type electrode. 

 

(b) Downstream region of the ladder-type electrode. 

Fig. 1 Snapshots showing the ladder-type electrode 

designed to align the particles and cells as they flow 

downstream in the microchannel. SiO2 layer is 

patterned on the wiring electrodes connected to the 

ladder-type electrode.  

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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